
②学校関係者評価

領域 短期経営目標 具体的方策 学校関係者評価 学校関係者評価を踏まえた次年度の方策等

・基本的な生活習慣「春日小
のやくそく」を確立させる。

・あいさつができるようにす
る。

・中学校でも春日小の子供たちはあいさつができてます。高校でも必要と
なりますので、大切にしてほしいです。
・登下校中の見守りで立ってくださっているシルバーさんにも自らあいさつ
ができるといいなと思ってます。
・時々登校中の児童に「おはようございます」と声をかけますが、挨拶が
かえってくる子はあまりいません。しかし、校内できちんと挨拶できていれ
ば、まずは良いかと思います。
・小学校の指導に感謝しています。中学校でもよくあいさつしてくれます。
・こちらからも挨拶するよう心がけています。
・私のほうから先に挨拶をするようにしているので、いつも挨拶を返してく
れる児童が多いです。

子供たち自身は８６％が挨拶できていると思っている。
挨拶は人に伝わってこそ意味があるので、校内・校外関わらず
自分から挨拶ができるような指導を今後も継続していく。

・「特別の教科　道徳」の授
業を充実させる。

・児童アンケート、児童個人
面談を実施して、児童の実
態把握に努め、【いじめ】【不
登校】【体罰】がないようにす
る。

・人との関係性には配慮が必要ですし、難しいことも多いと思いますが、
誠実に向き合い、対処していくことが必要だと考えています。 学校生活にあたって、トラブルが全くないということは難しいが、

問題が生じた際に、いつでも、いろいろなアプローチで相談・解決に
つながるような環境を整えていく。

・体育科授業を改善・充実さ
せる。

・外部講師も充実し、良質な授業を展開している。
・先生の評価は低いですが、子供たちは体育の授業が楽しいという子が
多いので、やっぱり体を動かすことが気持ちよいのだなと思いました。

・新体力テストの結果を生か
し、体力の向上を図る。

・コロナの影響で制約も多いですが、効率的に体力向上が図れる工夫を
望みます。全校朝会や集会を教室での放送で実施している場合、１年生
は立ったまま人の話を聞く経験もなく、姿勢を保持できない保持できない
子もいます。
・今年度は、なかなか実施が難しかったのではと思います。

・休み時間、外で元気に遊ぶ
習慣を定着させる。

・暖かい日はよく子供が外で遊んでいる。
・できる遊びも限られますが、看護当番の先生が積極的に子供たちと遊
んであげてほしいと思います。

看護当番は全体の安全管理が中心となっているが、クラス遊び等、担任
など教員も一緒になって遊ぶ機会を確保していく。

・毎日を「元気で過ごす」態
度を定着させる。

・保健指
導・安全教
育

・学校安全計画に基づき、危
険なことや事故から自分を
守る力を育てる。危険なこと
や事故から自分を守る力を
育てる。

・自転車のヘルメットについては、家庭への指導も必要と思います。
・教えられるより、子供自身で考えられるような伝え方を、学校でも、家で
もやっていけたらと思う。
・学童の避難訓練を行い、児童は自分がどうすればよいかわかってい
て、スムーズに動いていました。

警察署の協力も得ながら、自転車のルールやマナーを児童だけでなく保
護者にも伝えていく。
避難訓練もマンネリ化してしまわないよう、想定などを工夫しながら段階
的に自ら考え行動できるような訓練にしていく。

・特別支援
教育の充
実

・配慮を要する児童の実態を
把握し、一人一人の教育
ニーズに応じた指導を行う。

・担任や養護教諭、巡回指導教諭、ふれあい相談員、スクールカウンセ
ラー等情報共有できるようにしてほしい。
・学校生活の中で、配慮が必要な児童の実態を見聞きしています。児童
とその保護者に丁寧な対話をすることが必要だと感じています。

教職員が、短時間でも情報共有できる機会を設けたり、文書で回覧する
ことで情報共有する仕組みをつくっています。

・食育の推
進

・給食指導等で、よい食習慣
を身に付け、食の大切さを理
解させる。

・はらぺこだよりなどを発行し、情報発信を工夫している。
・絵本とのコラボ企画などもあり、食も工夫しているのがよい。
・以前のように班ごとにおしゃべりしながら食べるということができなくな
り、食べる楽しみ尾が半減している子もいるかと思います。なにか違う角
度から食育できると良いのですが…。
・春日小の給食は、他校のモデルとなっているとかつて聞いたことがあり
ます。栄養士さんが、添加物をよいものに変えて、栄養価、おいしさを追
求したことを児童や保護者に伝えてください。

おすすめ図書に出てくるメニューを給食に取り入れるなど、子供たちの食
に対する興味や関心をひく取組を行っています。おしゃべりをしながらの
食事といったところはできませんが、食事の大切さ、食べられることへの
感謝の気持ちなどを日々の食事を通じて指導を続けていきます。

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・
ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ
教育の推
進

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ教育推
進のための取組を各教科等
で実施する。

・たくさんの講師を呼んで、授業を展開している。
・児童のアンケートでは、「わからない」が多いですが、開催できるかどう
か…という状況での難しさを表しているのではないか。

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸの開催の状況によって児童の意識も変わってくる部
分はあるが、体育でのアスリート招聘や伝統文化の学習などを通じて、来
年度も推進していく。

・「週ごとの指導計画」に指
導のねらい、指導内容等を
明記して、計画的に工夫した
指導を行う。

・コロナ禍で、全てにおいて計画どおりに行えず、消毒の負担、感染の怖
さにさらされながら、学校運営をなさってきました。今後も、感染対策を行
いながら（過剰になりすぎず）、春日小の教育活動をよろしくお願いしま
す。

状況が変化しやすいからこそ、きちんと事前に計画を立てておき、変更に
も柔軟に対応できるようにしていく。

・１単位時間の授業時間を
しっかりと確保し、授業時数
を確保する。

・算数科で習熟度別学習（３
～６年）、TT体制（１・２年）を
行い授業の充実を図る。

・少人数で丁寧な授業を行っている。
・数学・英語教育の連携、情報共有を継続願いたい。 算数（数学）・英語など小中一貫教育の連携とも関連して、情報の共有を

図っていく。

・朝学習「春日タイム」や長期
休業中の「学力補充教室」な
どを活用して個に応じた指導
の充実を図る。

・勉強ができるようになると自信になりますね。
・先生が作成した九九カードを使って、九九を聞いてもらい、サインすると
いった楽しく学ぶ工夫がよかったです。

・探究的な
学習活動
の実施

・総合的な学習の時間や生
活科で探究的な学習を実施
する。

・授業を通じて学んだことを掲示物などで発表している。

・学習習慣
の確立

・学習の基礎となる「規律あ
る学習習慣」（「授業中のやく
そく」）を確立する。

・私語が多い、落ち着きのない子供に対しては、保護者を交えての説明、
対応が早めに必要と思います。
・子供たちは始業時間にきちんと着席し、授業を受けている。指導が行き
届いている。

・研究・研
修の充実

・自己申告時の授業を公開
する。

・小中一貫教育のために９年
間を見通して各学年の基礎・
基本の力を身に付けさせる。

・令和３年度は発表会があるので、より連携を強固になるよう担当者会議
を充実していただけたらと思います。
・計画の検証とフォローアップが欠かせないですね。

発表会に向けて、メールやオンラインなども含めた小中の連携を随時実
施していく。

地
域
・
保
護
者
と
の
連
携

・保護者・
地域の力を
生かした教
育活動の
推進

・学習に保護者や地域、外
部の人材を活用し、学習内
容の充実を図る。

・学校支援コーディネータ制度を活用し、積極的に外部講師を呼び、充実
させている。
・PTAでも行事が全て中止になり、残念だなと思うこともありましたが、そ
の分、休校で止まってしまった学びの取り返しにあてられたならよかった
と思います。今後は行事の準備で時間をとられないような、気軽にできる
行事を考え、学校・保護者の負担を減らしてもらえたらと思います。
・学習を良く理解している人に教えていただくのは良いと思う。解らない人
では、子供は混乱してしまうと思います。
・コロナ禍でありながら、漁師さんを招いたり、写真撮影、ﾌﾞｯｸﾄｰｸ、本の
探検ラリーなど、多くの企画を行い、子供たちの学習に役立ったのではと
思います。

コロナ禍で外に出かけられないからこそ、多くの方に学校に来ていただ
き、貴重な経験をすることができた。エアコン設置されている体育館を有
効活用し、密の状態にならないようゲストティーチャーによる授業を継続し
て実施していく。

コロナ禍で体育の授業も制限され、授業実施も配慮が必要だった。
そのような中だからこそ、体を動かすよさを児童が感じられるように
授業改善に取り組んでいく。

確
か
な
学
力
の
定
着
と
向
上

・心の教育
の推進

・体力向上

・計画に基
づいた指導

・基礎的・
基本的な
学習内容
の定着

健
や
か
な
心
と
体
の
育
成


